
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

お誕生日会

幼）剣道
保）音楽あそび

ECC Cebu ネイティブ
スピ-カ-

雪組・個人懇談

6 7 8 9 10 11 12
幼）体育
保）おはなし広場

幼）歌唱　 幼）剣道
保）音楽あそび 山の日 1学期終了

13 14 15 16 17 18 19
自由保育 自由保育 自由保育 　２学期開始

幼）剣道
保）音楽あそび

ECC Cebu ネイティブ
スピ-カ-

20 21 22 23 24 25 26
幼）体育
保）おはなし広場

絵画
月組

法善寺イベント

幼）剣道
保）音楽あそび
身体測定
（月組・雪組）

ECC Cebu ネイティブ
スピ-カ-
身体測定
（星組・光組）

27 28 29 30 31
幼）体育
　　音楽指導
保）おはなし広場
身体測定
(虹組・夢組)

お弁当の日 幼）剣道
保）音楽あそび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　月　　　　　　　　　　　　　　　　2023

幼）幼稚園クラス…月・星・虹組／保）保育園クラス…雪・光・夢組

 

ホームページのご案内 https://akebonohoiku.sakura.ne.jp/ 

学院の公式ホームページにて、給食献立表・わくわくだより・登院許可証・

投薬依頼書をダウンロードしていただけます。また「今月の動画」のページで

は「お誕生日会の様子」を紹介しています。保護者様専用のページは【ユー

ザー名】akebono2023 【パスワード】v3LEgTas を入力してご覧ください。 

学校法人 楠公学園 副理事長 楠瀬 浩子 

 

ネット写真のご案内 ネット注文の写真を毎月28日に載せま
す。ホームページ「写真申込み」か、右のＱＲコードにてご覧
ください。学院指定パスワード akepyon_s10n5h5 です。
データ差し替えの為、25日迄にお申込みをお願いします。お届
けはビデオエイペックスさんから直接返信がありますのでご確
認ください。 

 暑さも本格的になって参りました。お昼寝や集中しての工作や室内遊びには適度なエアコンを、外遊びや水遊びでは適度
な休憩と水分補給を行いながら子供たちは毎日元気よく過ごしております。 
 
 さて、先日の月組さんの参観はいかがでしたか。英語・モーニングアクションで体を動かした後、立腰で姿勢を正し、心
を落ち着けます。「気持ちの切り替えです。」そして、“継続は力なり”と申しますが、毎日メニューを変え、コツコツと
繰り返して身に着けていることを、まとめて保護者の方々には観ていただきました。保護者様が青春時代に繰り返して聞か
れた好きな歌などは、今でも音楽が流れたら自然と歌うことができるでしょう。そのように、子ども達も遊びの一環で繰り
返して口ずさんだ“九九”。友達と競って取り合った都道府県かるたは、必要な時に自然と頭の中に出てきます。今どき大
人でも１２か月を旧暦名称で言えるでしょうか。しかし、繰り返し言ううちに子ども達たちは知識として習得します。遊ぶ
時は、目いっぱい遊びますが、コツコツ知識も積み上げます。まだまだ、1年間の前半です。後半は文字を楽しみながら、
「はっきり読む」・「丁寧に書く」を頑張って参ります。 
 
星・虹・雪組さんの参観も、日常の積み重ねの学びを観て頂きました。全体的に普通に漢字が子供たちの前に出てまいり

ました。「ひらがな ならともかく、子どもに漢字はどうか？」と、思われた保護者様もおられると思います。「あ」は簡
単で、「蟻」は難しいのでしょうか？それは子供が難しいと言ったのでしょうか。大人の勝手なラインなのかもしれませ
ん。どちらも子供の目には交通標識の様な、記号の一つで認識されます。書くのはともかく。読む分には、なんら差はあり
ません。 
 また、あけぼのの子供たちは、遊ぶ時は思いっきり遊ぶ。集中する時は、立腰で座禅に近い「心を落ち着かせる」という
訓練をしています。ですので、先生が「みんな、先生のお話し聞いてくれるかな」と言うと、集中して相手の話を聞くこと
ができます。雪組さんの参観でも、小さいのに「金魚がにげた」では、目をキラキラさせて話を聞いていましたね。このよ
うに低年齢からの立腰の積み重ねで、あけぼのの子ども達は、落ち着きと話を聞く姿勢が身に付いてまいります。それは、
年少・年中・年長と学年が上がるにしたがって顕著であると思います。  
 毎回意識することで日本人はお箸を美しく扱うことができます。そのように、毎日少しずつの積み重ねを大切に。そして
「できるんだ」という自己肯定感を育てて参りたいと思います。 
 
 最後に今年はコロナの縛りも緩まり、皆さん旅行や野外活動などが活発になっています。ゴールデンウィークに始まり、
この夏休みもご予定を立てておられるのではないでしょうか。まず、小さい子供達にとって海水浴は生まれて初めての未知
との遭遇です。向こう岸が見えない水だらけの海。口に入るとしょっぱい海水。次から次へと押し寄せる波。踏んだらなん
とも不思議な触感の濡れた砂。浮き輪でぷかぷか浮かぶ浮遊感。プールとはまた違い、全身で感じる不思議体験です。たま
には、砂まみれを体験するのも良いことでしょう。また山は、今ではグランピングなどがあり、何も準備しなくてもキャン
プを満喫できるようです。日常から離れた体験は子供達には強烈な印象として残ります。 
 
 お盆明け、色々な体験を子供たちが直接お話してくれることを楽しみにしています。初体験は危険が予想できません。 
どうか怪我無く、思い出多い楽しい夏をお過ごしください。 

http://akebonohoiku.sakura.ne.jp/

